
人口減少社会に向け、量より質のまちづくりへすべての暴力をなくすための取組について
　平成22年の国勢調査で、千代田区の人口は
47,115人になり、人口回復が進んでいます。
一方、直近の住宅土地統計によると、「持ち家
系マンション」の空き家率が千代田区におい
て21％、「賃貸マンション」においては
36％、23区内でワースト１、事務所のオフィ
ス空室率9.23％（昨年末）、供給過剰です。
★小枝の提案⇒実態から学び、さらなるワン
ルーム規制の強化と、天空率などの規制緩和
による「高層開発乱発状態」を抑止するため
に、地区ルールをかけてほしい、など再々再
度求めました。
★小枝の解説⇒千代田区以外の各区では絶対
高さ制限をかけるべく、区民説明会等を開催
しています。住民の意向で、区の提案をさら
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に５ｍ下げたところもあります。たとえば文京区の空き家率は
11％、千代田区の半分です。千代田区の発想は10年遅れていま
す。住民、町会が声をあげて欲しい。　　(第1回定例会代表質問)

　絆が大切にされる一方で被災地では身内や
家、仕事を失ったことで夫婦間の暴力が増加
しているといわれています。また自治体に助
けを求めないままの高齢者の餓死、介護職員
による入居者への暴力、母親の育児放棄など
悲しい事件が多い昨今、事件を未然に防ぎた
いとの思いで千代田区の対策を質しました。

すべての子どもに防災ヘルメットの配備を
　昨年の3.11を体験して、かけがえのない子
どもたちの安全を図るためには、都心の千代
田区では、頭上からのガラスなど落下物から
まず頭を守るべきです。防災頭巾より強度の
あるヘルメットを幼稚園、保育園、小中学校
に配備するよう求めました。区は中学生から
順次実行していく方針を示しました。

（第1回定例会一般質問）

　セクシャルマイノリティ（性同一性障害等性
的少数者）の方は人口の5％程度、ということ
は統計上異論のないところです。
　彼らが、少数であるがゆえに生きづらさを感
じていることについて、災害時や教育現場、あ
るいは日常生活における差別や偏見、社会的不
利益を解消するための提案・質問をいたしまし
た。
　イジメ対策、発災時の避難所運営に求められ
る準備、相談窓口の明確化等、行政の理解が進
むことによって救われる人は一定数います。
　そして、多様性が認められ、弱者や少数者に
とって居心地がよい社会は、結果として多数派
にとっても生きやすい社会となるはずです。
　自殺者が毎年3万人を下らない今、生きづら
さを解消することは、小さくも確実な一歩とな
り得るのではないでしょうか。　　　　　　　
　　　　　　　　　　（第1回定例会一般質問）

　今の喫緊の課題は、防災対策、区長の認識も同じ
だ。しかし、区民の目線で見ると不安がある。予想
可能な提案と確認を行った。
問　震災後防災会議が未開催。至急開催し様々な叡
智を戴き計画に反映すべき。会議に放送局もメン
バーに加えてはどうか。

答　防災会議を開催し意向を聞く。新たな構成委員
も検討する。
問　発災時には電話回線がパンクする。通信手段と
して、所定のデジタル無線機の機能周知や運用を
確実に。無線機291台のランニングコストは？
答　配備した箇所を明示し、通信訓練や点検を実施
する。無線機の維持費は、年約５千万円。
問　空の活用について、区内のヘリポート数及び主
要建物にヘリサインの掲示を。
答　ヘリポート消防署確認11箇所、区指定は5箇所
の計16箇所。ヘリサインは今後検討等。

（第1回定例会代表質問）

　東日本大震災から1年、防災を始めとして、区民の暮らしに関わる喫緊の
課題が山積しています。
　決算不認定以来の区長と議会の対立が、今までは公にされることのな
かった様々な問題をあぶり出しています。町会のイベント補助金の架空請
求問題、湯河原千代田荘の契約問題等です。また、まちでは、地区計画の

網がかからない地域で開発にからむ紛争があとを絶ちません。地方分権に
より、この先、防災対策、教育、まちづくり、福祉など生活に関わるあらゆる
ことが、地方自治体の権限となり、区に舵取りが委ねられていきます。
　現在の迷走を通過点として最後には、希望が持てる区政を実現するため
に一層力を尽くしてまいります。
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